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IV乳 牛の血漿蛋白結合沃素量の遺伝性

岡本 正幹 ・五 斗一郎 ・古 賀 脩

Statistical studies on the inheritance of heat tolerance 
                in dairy cows 

  IV. Genetic aspects of plasma protein bound 
          iodine levels in dairy cows 

          Seikan Okamoto, Ichiro Goto, 
              and Osamu Koga

牛の甲状腺機能の季節的変動につ いては,Blincoe

andBrody(1955),Lodgeetal.(1957),岡本 ら

(1957),Premachandraeta1.(1958)な どが,重 量,

組織,thyroxine分 泌率などを指標として検討 し,い

ずれも概 して寒冷季に高 く暑熱季に低いことを認め,

環境温度の影響に対する緩衝的機能に関係があると解

釈 している.一 方血漿蛋白結合沃素(以 下PBIと 略

称)量 の季節的変動については,LewisandRalston

(1953),Brantonetal.(1955),Asplandeta1.

(1959),Satoetal.(1960)な どの報告があるが,こ

の変動の方向は上に述べたものに一致せず,む しろ逆

に夏季の方が冬季よりも高いと述べている.た だ しそ

の生理的意義については,明 確な解釈を欠いでいるよ

うである.別 に石井ら(1961)は,牛 の生理状態がこ

の変動に関係し,搾 乳牛においては,PBI量 は暑熱季

に減少すると報告 している。

本研究は,以 上のように変動方向に問題がある点を

追試 し,あ わせてPBIの 量が遺伝するかどうか,ま

たその変動がその他の生理的反応とどのように関連す

るか,な どの問題を取りあげて統計的な検討を加えた

ものである.な お本研究の所要経費は,農 林漁業試験

研究費補助金として農林省から交付され,研 究の実施

面では,佐 賀大学武富萬治郎,松 尾昭雄,鹿 児島大学

西山久吉,小 川清彦,藤 島 通,宮 崎大学岡内敬三,

九州農業試験場石井尚一などの諸氏から全面的な協力

を得た,ま た下記の各方面から貴重な供試牛の提供を

受けた.こ こに併記 して深く感謝の意を表 したい.

標 本 の 採 取 と分 析 の方 法

供試牛としては,九 州大学,佐 賀大学,鹿 児島大

学,宮 崎大学の付属農牧場,九 州農業試験場畜産部,

福岡県および熊本県種畜場,福 岡県粕屋郡小松力丘牧

場,鹿 児島市有里牧場などに飼養中のホルスタイン種

の牛群のなかから,母 娘が組となつている搾乳牛を選

定した.血 液の標本 は,時 期を2期 に区分 し,7月 下旬

から9月 上句までを夏季とし,11月 下旬から12月下旬

までを冬季とし,そ れぞれの供試牛について耳介の静

脈から約3ccあ てを採取 し,た だちに氷冷して九州大

学に運び,で きるだけ類似の条件でPBIの 定量に供し

た.PBIの 定量はGrossmannandGrossmann(1955)

の方 法によつた.こ のようにして得たPBI量 につい

て季間差を検定し,各 季別,お よび季間差の母娘間相

関,レ ピータビリチーなどを評価 した.な お採血の際

に体温および呼吸 数を測定 し,こ れらについてもほぽ

同じ母娘間相関を評価し,あ わ せ て これらとPBI量

との相関をも評価 して,そ の相互関係を検討した。

以上の経過において,同 一牛群内での母娘の組数が

意外に少な く,か つ供試期間内に廃用売却されたもの

もあつて,得 られ た組数は夏季28,冬 季24と なつ

た.こ の数はもちろん過少の感があるが,今 後例数の

増加を期待することが困難と思われるので,一 応その

結果を取 りまとめて報告することにした.

結 果 お よび 考 察

PBIの 季別変動:血 漿PBI量 の測定結果を季別に



取りまとめ,季間 差の有意性を検定するとTable1の

とおりである,

Table1に よると,搾 乳牛の血漿PBI量 は11～12

月の冬季が多く,7～9月 の夏季が少なく,そ の差には

有意性が認められる.し た が つ て一般的傾向として

は,石 井ら(1961)の 例と同じく,暑 熱季において滅

少するものと考えられる.た だ しその差は量的には大

きくないので,こ れが生理的にどれほどの意味がある

かは検討できないようである.ま た従来公表されてい

る多 くの成績とちがつている点の論議も,今 回は保留

することにする.

PBIの 母娘間相関:血 漿PBI量 に関する母娘間の

相関を評価するにあたつて,さ きに述べた季間差と,

別 に各区域によつて多少とも気候的な条件に差がある

こととを考慮して,例数は不足するが一応区域を福岡,

熊本,鹿 児島および宮崎 に区分 した.こ れによつて2

組だけの佐賀は除外された.も つとも佐賀での測定の

際の気温がやや低かつたことも考慮した.評 価の結果

はTable2の とおりである.

Table2に よると,区 域別には例数が少ないためか

多少問題があるが,全 体としてはプラスの相関がある

ように思われる、すなわち冬季の相関は有意であり,

夏 季の相関もほとんどそれに近い.と ころで問題の中

心はむしろ季間差であるから,次 に季間差について母

娘間の相関を評価すると,そ の結果はTable3の と

おりである.

Table3に よ ると,ど の区域においても相関係数が

かなり大きく,全 体としては高い有意の相関が認めら

れる,し たがつて傾向としては,か なりの遺伝的支配

をうけるものと考えられる。なおここで組数が22に

減少 しているのは,供 試期間内に廃用売却されたもの

を除外 したからである.

体温および呼吸数の母娘間相関:次 に耐暑性の指標

としてIE要 視されている体温と,こ れと密接な関連を

Table 1. Seasonal variation of plasma protein bound iodine level.

Table 2. Daughter-dam correlations of plasma PBI levels.

** Significant at  1  % level

Table 3. Daughter-dam correlation of seasonal difference 

        in plasma PBI level.

* Significant at 5 96 level *k Significant at 1 00 level



Table 4. Daughter-dam correlations of body temperature levels.

*  Significant at 5 % level ** Significant at 1 % level

Table 5. Daughter-dam correlation of seasonal difference 

         in body temperature level.

Table 6. Daughter-dam correlations of respiration rate levels.

* Significant at 5 % level ** Significant at 1 % level

Table 7. Daughter-dam correlation of seasonal difference 

         in respiration rate level.

* Significant at 5 % level

もつと考えられている呼吸数とについて,PBI量 のば

あいと同じ方式で母娘間の相関を評価し,そ の結果を

取りまとめるとTables4～7の とおりである.

これらの表,と くにTable5お よびTable7に

よると,体 温の季間差に関する母娘間の相関は有意で

ないが,呼 吸数の季間差に関する母娘間の 相関は有意

である.ま た有意とならない前者も,わ ずかに5%水

準に達しないだけで,ほ とんどそれに近い.し たがつ

て傾向としては母娘間に相関があること,つ まりこれ

らの季間差は多少とも遺伝的な支配をうけているもの

と考えてもよさそうである.岡本ら(1963)は 本研究の

IIIで,父 系半姉妹群内相関法によつて暑熱に対する

体反応,す なわち体温および呼吸数反応のヘ リタビリ

チーを評価したが,結 果としてはほとんど0に 近い評

価であつた.著 者らはこの理由について,供 試牛が各

農家に散在 して,不 統一な飼養管理をうけ,と くに気



Table 8. Correlations among seasonal differences in plasma PBI, 

        body temperature, and respiration rate levels.

** Significant at 1  06 level

Table 9. Analysis of variance and repeatability estimate of 

        plasma PBI level.

温以外の小気候的要因にかなり差のある牛舎に収容さ

れているので,こ のための環境的分放が,供 試種雄牛

のこの点に関する遺伝子型の小差による分散に比較し

て,著 しく大きかつたことによると考察 しているが,

今回の母娘問相関の傾向から考えると,方 法 しだいで

は有意の,し かも正当なヘ リタビリチーが評価されそ

うに思われる.

PBI,体 温,お よび呼吸数反応の相関:以 上述べた

ように,PBI量 の季聞差にはかなり高い母娘間の相関

が評価され,体 温および呼吸数の季間差についても,

程度はやや低いが,母 娘間の相関が存在する傾向がみ

られた.一 方体温と呼吸数とが比較的敏感に気温 の変

動に反応することは周知のとおりであるが,PBI量 の

気温に対する反応については,さ きに指摘したように

異説がある.著 者らは今回の結果に基づいて,暑 熱季

における有意の減少(あ るいは寒冷季における有意の

増加)が あるものと考えるが,こ こでPBI量 の季間差

と体温および呼吸数の季間差の相互関係を検討するの

も,環 境生理学的に有意義と思われるので,こ れらの

間の相関を評価 してその結果を表示するとTable8の

とおりである.

Table8に よると,PBI量 の季間差は,呼 吸数の季

間差に対 しては有意の相関を示さないが,体 温の季間

差に対 しては有意の相関を示 している.ま たこの相関

は体温の季間差と呼吸数の季間差との相関よりも,か

えつて高いことも注目される.こ の相関の評価からた

だちに生理的な関連を論ず るの は 危険であるとして

も,体 温反応とPBI反 応 との問にいくらかの関連を想

定することはできそうである.

PBIの レピータビリチー:最 後に2季 に区分 して測

定したPBI量 を標本 として,レ ピータビリチーを評価

した経過と,そ の結果とをTable9に 取 りまとめた・

Table9に よると,レ ピータビリチーはかなり低い

が,す でに 季間差に有意性が認められているので,

この結果はむしろ当然である.問 題になるのは同一季

内の レピータビリチーであるが,そ れは次報で検討す

る予定である.

摘 要

本報で著者 らは,乳 牛に お け る血漿蛋白結合沃素

PBI量 の季節変動の遺伝性を,体 温および呼吸数との

関連において,母 娘間の相関を基礎として検討 した結

果を取扱つた.

PBI量 は冬に多 く夏に少ない.そ の差は1%水 準で

有意である.

PBI量 の季間差 に関する母娘間の 相関はかなり高

く,そ の程度は体温および呼吸数に関するものに比較

して,む しろ高 く評価された.

PBI量 の季間差と体温の季間差との間にも,高 い有

意の相関が認められた.

7月 から12月 にいたるPBI量 の レピータビリチー

な,比較的 低く評価されたが,す でにその季間差に有

意性が認められたので,こ の結果は当然といえる.
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Résumé 

   In this paper the authors described the result of their study on the genetic aspect of the 
seasonal variation of plasma protein bound iodine level, together with body temperature and 
respiration rate, in daughter-dam pairs of dairy cows. 

   The pooled mean of plasma protein bound iodine levels was higher in the winter and lower 
in the summer, and the difference was significant at 1 % level. 

   Highly significant daughter-dam correlation was estimated for the seasonal difference in 

plasma protein bound iodine levels, and the correlation coefficient was larger than both of the 
coefficients estimated for the seasonal differences in body temperatures and respiration rates. 

   Highly significant correlation was also estimated between the seasonal difference in plasma 

protein bound iodine levels and that in body temperatures. 
   The repeatability estimate for plasma protein bound iodine levels from JuIy to December 

was relatively low. This may be related to the significant seasonal difference already described.


